
























































関　東 24。0　　　23．1 28．3　　　25．5 22．4　　　20．0
地 中　部 21．8　　　18．5 24．9　　　16．2 20．9　　　21．8
域 近　畿 17．6　　　29．4 21．1　　　39．7 16．3　　　15．2
別 中　国 10，9　　　　8．6 8．6　　　　5．9 11．5　　　12．3
四　国 4．0　　　　4．0 3．4　　　　3．8 4．2　　　　4．3
九　州 9．9　　　　8．4 3．2　　　　5．7 12．1　　　1L9
全　国 1QO．0　　1QO．01QO．0　　！0Q．0 100．Q　　100．Q
東　京 3．8　　　　8．4 9．8　　　13．5 L2　　　　1．3?
神奈川 3．1　　　3．9 4．4　　　　5．5 2．5　　　　1．7?
茨　城 3．4　　　　2．1 L9　　　　0．56 4．1　　　　4．4?
栃　木 3．0　　　　2．0 3．7　　　　1．5 2．8　　　　2．7
? 群　馬 2．7　　　　23 2．9　　　　2ユ 2．7　　　　2．6
別 埼　玉 4．1　　　2．3 3．3　　　　1．5 4．7　　　　3．6
千　葉 3．9　　　2，1 2．2　　　　0．75 4．4　　　　3．7
そ 大　阪 2．7　　　11．8 2．8　　　19．0 2．7　　　　2．1





















































































































































































































































































































東京府人口 3，699，438 100．0 対当該府県人ロ比
東　京 府 1，953，764 52．8 3，699，428 52．8
東京府以外 L727，669 46．8 52，263，625 3．3
神　奈
?
106，311 2．9 1，323，390 8．0
?
?
玉 189，216 5．1 1β19，533 14．3
?
馬 69，938 L9 1，052，610 6．6?
千
?
179，435 4．9 1，336，155 13．4
? ? 城 116，798 3．2 1，350，400 8．7
栃 木 88，473 2．4 LO46，479 8．5
県 小 計 750，17ユ 20．3 7，428，567 ユ0．1
新 潟 143，826 3．9 1，776，474 8．1
長 野 69，696 L9 1，562，722 4．5
静
?
63，292 1．7 L550β87 4．1
註！）　『大正九年国勢調査報告　府県の部第1巻東京府』より作成．
一174一
明治期における埼玉県の産業的位置の推移　449
であるが，主要出生地は第2表のようになっている。東京府生れは1953万
3764人で，東京府人口の52．8％で，’他府県生れが172万9669人，46．8％であ
る。この他府県生れの最大は埼玉で，18万9216人で，東京府人口の5．！％を占
酔る。ついで千葉が17万9435人，4．9％，新潟が！4万3826人，3．9％，茨城11
万6798人置3．2％，神奈川10万6311人，2．9％，栃木8万8473人，2．4％，群馬
6万9938人，1．9％，長野6万9696人目1．9％が上位である。新潟，長野のほ
かはすべて関東で，関東のすべてが上位である。関東諸県の合計は，75万
0171人で，これは東京府人口の20．3％となる。すなわち，東京府人口の5人
に1人が関東諸県生れということになる。
　他方，この東京にいる他府県人口の自府県人口のどの程度の割合にあたる
かといえぼ，東京府以外諸県人口は5226万3625万であるが，東京府居住他府
県人口は3．3％となる。関東諸県の府県をみると，埼玉14．3％，千葉13．4％，
茨城8．7％，栃木8．5％，神奈川8．0％，群馬6，6％，で，関東全体では10．1％
となる。
　以上のことは，東京は関東諸県からのはげしい人口吸引を行つなっている
ということを示すものである。
　東京という大都市に隣接・近隣の諸県は，神奈川を除いて，いずれも東京
の伸張とともにその産業は相対的に停滞していく。もともと東京との関係が
大きかったが，鉄道網の形成によって東京との結びつきは至近となった。人
口動向にみられる人的資源の吸引などの諸資源の吸引により，そのエネル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのギーを東京に吸引されるかのごとくである。
　埼玉県の産業，そして千葉，茨城などの他の関東諸県の産業の動向は，隣
接，あるいは近隣する東京との関わりでのそれであるといえよう。
註
（1）　rr明治二十一年農事調査』にみる産業の府県別状況」『岡山大学経済学会雑誌』第
　27巻第4号　1996年3月
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（2）　「1919（大正8）年の産業の府県別状況」『岡山大学経済学会雑誌』第28巻第1号
　1996年6月
（3）埼玉県教書委員会編r埼玉県史料叢書8　明治期産業土木史料』1996年　埼玉県
　3～11ページ。
（4）　（3）と同・一一一書98・99ページ。
（5）1903（明治36）年度の全国高等学校の中等学校別受験者・合格者数状況をみると，東
　京は全国抜群で，それに対して，関東諸県はきわめて低位である。東京の中等学校は高
　等師範附属，府立第一・第四を除き，ほかはすべて私立中等学校である。東京周辺の若
　者が東京に吸引され，私立学校へ人材が吸収されているように思われる。この年の高等
　学校受験・合格状況の詳細は，神立春樹「明治三十六年全国高等学校入学試験状況一
　旧々山口高等学校の進退窮するをみる一一一一」『岡山大学経済学会雑誌』第27巻第1号
　1995年6月。
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